
    

                                

 

 

◎学校教育目標「 志を立てて 未来を拓く 南中生 」 
～自ら学ぶ確かな学力 ・ 思いやりのある豊かな心 ・ たくましく鍛えたからだ～      

褒
ほ

めることと叱
しか

ること～子ども達の健全な成長を願って～ 
 
校 長  宮 野 和 幸 

２学期の学校行事も概ね順調に進み、気がつけば、本日から１１月に入りました。 

本校では、先月下旬から今月上旬にかけて「教育相談週間」を設定し、学校と生徒・保護者間に

おける必要な情報交換をもとに、生徒個々の健全な成長や育成、より深い相互の信頼関係の構築

を目指す話し合いをもつことを目的とした「全校教育相談面談」を実施しています。限られた時

間ではありますが、双方にとって有意義な時間にしてもらえればと思います。 

さて、教育相談の観点から考えてみると、日頃からの「子育て」については、親としての教育方

針や、大切にしたい価値観等、きっとそれぞれにお考えがあることでしょう。 

「教育は子どもを知ることに始まり、子どもを理解することで終わる」と言われることがあり

ますが、子育ての押さえておきたいポイントは、まずは「子どもの姿」を把握することがスタート

であると言うことです。そして、適切なタイミングでの「褒めることと叱ること」が、子ども達の

それぞれの成長過程のなかにおいては、個人差はあれど、とても大切であると私は考えます。 

平成の初めに、道灌山学園幼児教育研究会というところから「生活の道しるべ・ないないづく

し集」という本が出版されました。このなかで、著者の高橋系吾さんは、読者に伝えたい内容を

「ないないづくし」という短文で、以下のように表現しています。 

『子どもないないづくし（明）』 

明るい返事は かかさない、誰にも挨拶 忘れない、手伝い何でも いやがらない、 

遅刻・欠席 めったにやらない、忘れ物決して やったことない、 

親に文句は 言ったことない、兄弟げんかも 喧
かまびす

しうない、 

ほめられ多くて 叱られない、勉強せよとは 言われない、 

こんな良い子は 滅多にいない 

『子どもないないづくし（暗）』 

素直に言うこと きいたことない、人の話を よく聞かない、 

テレビを見だせば やめられない、よい返事・挨拶 なかなかできない、 

遅刻・欠席・忘れ物 珍しくない、物の整理が さっぱりできない、 

家の手伝い 全然しない、自分から勉強 やったことない、 

これでは良い子と 言われるわけない 

褒めて育てる（ほめ上手）ことは、教育上たいへん大切な事だと思います。また、それと同時

に、叱って育てる（情熱・説得・説諭）ことも、忘れてはならないと思います。 

「子どもは、悪いことをした場合には、当然叱らなければならない。何をしても叱られない子

どもは、次第に手におえない子どもになってしまう。子どもは、愛情をもって叱られたことによ

って、けじめがつくようになる。子どもには叱られる権利があり、親や教師には叱る義務がある。」

と、貧しい人々の救済活動に専念した賀川豊彦さんは述べています。 

叱ることは、「してよいこと」と、「してはいけないこと」のけじめを教えることであって、親や

教師は叱ることを、決して放棄してはならないと考えます。 

いずれにしても、バランスのとれた「褒めることとしかること」を大切に、これからも大人の立

場で、子育てを考えていきたいですね。子ども達の健全な成長を願って・・・。 
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1 金 教育相談週間　金③④⑤⑥ 1 日

2 土 2 月

3 日 文化の日 3 火

4 月 振替休日 4 水 ３年三者面談　水①②⑤⑥　P第５回執行部会

5 火 教育相談週間　火②③④⑤ 5 木 ３年三者面談　木③④⑤⑤

6 水 教育相談週間　水①②③⑥　小中歌の交流会松原小　AED講習会③ 6 金 ３年三者面談(３年のみ午前授業)

7 木 特別日課①②③　部活なし 7 土

8 金 教育相談週間　金①②⑤⑥　小中歌の交流会馬室小　漢字検定　 8 日

9 土 9 月 1年保護者会　３年三者面談(３年のみ午前授業)

10 日 10 火 2年保護者会　３年三者面談(３年のみ午前授業)

11 月 清掃なし・部活なし　各種委員会委員長任命式CT　吹奏楽部アンサンブルコンテスト 11 水 思春期防煙・薬物乱用防止教室③　生徒評議会

12 火 　　　　　　　　　　　　テスト前部休期間19日まで 12 木 全校集会(表彰)：CT

13 水 鴻巣市小中学校音楽会 13 金

14 木 県民の日（学校閉庁） 14 土

15 金 歯科指導員派遣 15 日

16 土 16 月 清掃なし・部活なし

17 日 17 火

18 月 18 水

19 火 期末テスト(全学年) 19 木 給食終了日　①②③④授業

20 水 期末テスト(全学年)　ふれあい講演会④ 20 金 短縮日課③④⑤授業

21 木 21 土 吹奏楽部クリスマスコンサート(AM体育館)

22 金 交通安全教室⑥ 22 日

23 土 勤労感謝の日 23 月 短縮日課　①(月5):大掃除:学活

24 日 24 火 終業式　通知書配布(3年)

25 月 25 水 受領書の回収(3年)

26 火 26 木

27 水 水①③④⑤授業 27 金

28 木 木①②④⑤授業　なかよし小中交流会  各種委員会 28 土

29 金 南中人権週間(～７日)　人権集会⑥　 29 日

30 土 30 月

31 火

道 徳 コ ー ナ ー

※現時点での予定です。変更になる場合もあります。

１２　月１１　月

行　事　予　定

主題「心をつなぐありがとう」　　　　「ありがとうの不思議な力」

☆考えさせたい価値。
　「ありがとう」と言われ心和む思いをてがかりとし、相互に相手を思いやる心情を育てる。日常生活や
学校生活の中で、「ありがとう」と相手に伝えたり、伝えられたりしたときのことを想起し、自分のこと
として考えられるようにする。

◎生徒の感想から
〇たかがこれっぽっちだからと気持ちを伝えることをおろそかにせず、どんなささいなことでも感謝を伝
えることでお互い嬉しい気持ちになるのでしっかりと気持ちを伝えたいです。

○どのような場合でも真剣に気持ちを伝えれば受け取った側は温かい気持ちになると思います。相手が感
謝を伝えてくれたときは軽く受け取らず、それに対しても丁寧に感謝の気持ちをもてたらと思います。

○意味のある深いありがとうを言い合うためには日々のその心がない「ありがとう」をやめ、一つ一つ小
さい物でも心のある「ありがとう」を言い合うのが大事だと思いました。


